
AI活用開発で
品質が落ちない理由

— 設計力 × AI = 生産性と品質の両立 —

MAGI｜Systems Engineering

PHP 25年+ ／ Laravel 12年+ ／ Flutter ／ NestJS ／ DDD・TDD

AI駆動型フルスタック開発
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エグゼクティブサマリー

AIによるコード生成は開発の生産性を飛躍的に向上させます。しかし同時に、「AIが書いたコードの品質は大丈

夫なのか」という懸念は、発注者として当然のものです。

結論から申し上げると、AIコード生成の品質は「使う人間の設計力」で決まります。MAGIでは、25年以上の実務

経験に基づく設計力を土台に、AIを「実装の加速装置」として活用する独自の開発体制を構築しています。

25+
年のPHP開発経験

12+
年のLaravel実績

30+
件のプロジェクト完遂

本資料のポイント：

MAGIのAI活用開発は、①設計と実装の役割分離、②多層AI品質チェック、③TDDによる自動安全網、

④設計標準の明文化 — この4つの構造により、生産性と品質を同時に実現しています。
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AIコード生成の品質リスク

AI活用を検討する上で、まず品質リスクを正しく理解することが重要です。LLM（大規模言語モデル）によるコード

生成には、以下の構造的なリスクが存在します。

リスク 内容 影響

設計意図の欠落 「動くコード」は生成できるが、ビジネスロジックの妥当性

やドメイン整合性は保証しない

仕様との乖離、手戻り発生

エッジケースの見落

とし

正常系に偏った出力になりやすく、異常系・境界値の考

慮が不十分

本番環境での障害リスク

技術的負債の蓄積 レビューなしで受け入れると、保守困難なコードが積み上

がる

中長期の保守コスト増大

コンテキスト断絶 プロジェクト全体の設計方針を踏まえないローカル最適

なコードが生成される

アーキテクチャの一貫性崩壊

これらのリスクは「AIを使うかどうか」ではなく「誰がどう使うか」に依存します。以降のページで、MAGI

がこれらを構造的にどう解決しているかをご説明します。
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MAGIの品質保証 — 4つの構造的アプローチ

個人の努力や注意力に依存せず、プロセスとして品質を担保する仕組みです。

① 役割分離 ② 多層AIチェック ③ TDD安全網 ④ 設計標準明文化

設計は人間、実装はAI。判断

と作業を明確に分離

親子AI構成で生成とレビュ

ーを別モデルが担当

テストが仕様であり安全網。

AI出力を自動検証

プロジェクト固有の設計基

準をAIコンテキストに注入

① 設計は人間、実装はAI — 役割分離の徹底

AIに委譲するのは実装フェーズのみです。要件定義・ドメインモデリング・アーキテクチャ設計は全て人間が行い、

AIは「確定した設計仕様をコードに変換する」工程だけを担います。

フェーズ 担当 品質の根拠

要件定義・設計 人間 25年以上の業務経験 / DDD・TDDに基づく設計力

コード生成 AI 確定仕様に基づく実装のみ（判断は委譲しない）

レビュー 人間+AI 人間の設計眼 × AIの網羅的チェックを併用

テスト 人間 TDDによりテストが設計の一部として先行
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② 親子AIアーキテクチャ — 多層品質チェック

単一AIに依存せず、複数のAIモデルを役割分担させる独自の開発体制を運用しています。

人間 → Claude（親AI） → Codex（子AI） → 人間

設計・要件定義
タスク分解

コーディネーション
実装 コードレビュー

最終判定
受け入れ

AIが生成し、別のAIがレビューし、人間が最終判定。この多層構造により単一障害点を排除しています。Claude

はコード生成の速度と精度に優れ、Codexはバグ検出・レビューに強みがあります。各モデルの特性を最適配置

しています。

③ TDD（テスト駆動開発）— AI出力の自動安全網

全プロジェクトでTDDを標準採用。AI活用においてTDDが果たす役割は特に重要です。

TDDの機能 AI活用における効果

テストが仕様書 AIへの指示が曖昧でも、テストコードが「正解の定義」として機能

回帰テスト AI生成コードが既存機能を壊していないことを即座に自動検証

リファクタリングの自由度 テストがあることで、AI出力の構造改善を安全に実施可能

④ 設計標準の明文化 — AIの出力品質を底上げ

プロジェクト横断の開発標準を文書化し、AIへのコンテキストとして注入しています。これによりAIは「一般的に良

いコード」ではなく、「このプロジェクトの設計基準に適合したコード」を生成します。

標準文書 役割

Laravel TDD + Action/Reposi

toryパターンガイド

設計規約をAIが参照し、プロジェクト固有の設計方針に沿ったコードを生成

Flutter Clean

Architectureガイド

モバイル側も同様に標準化、フロントエンドとバックエンドの設計一貫性を確保

プロジェクト固有ルール

(notice.md)

各案件の固有制約をAIのコンテキストに組み込む仕組み
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実績による裏付け

この開発体制で以下のプロジェクトを単独で設計・実装・運用しています。いずれも要件定義からストア申請・運

用まで、AI活用のもとで一人で完結しています。

プロジェクト 概要 技術スタック 規模感

不動産管理システム 賃貸・売買・管理業務の統合基幹

システム

Laravel 12

AdminLTE3

17テーブル、正規化された物件種

別管理

TidaKitchen 沖縄フードトラック多言語検索アプ

リ

Flutter + Laravel RAG

+ Gemini API

多言語対応、RAG検索、決済連携

OKIRIZO 沖縄リゾートライブ音楽アプリ Flutter + Laravel App Store / Google Play

申請済

稟議SaaS RAGベースの調達稟議書ドラフト

自動生成

NestJS + Angular RAG AIエージェント ×

企業ワークフロー改善

読谷村観光

チャットボット

読谷村の観光情報をAIが多言語

で回答するチャットボット

RAG + LLMチャット 観光協会へ提案済、多言語対応

MAGIの市場ポジショニング：

AIツールを用いて設計からストア申請まで一人で完結できる開発者は、国内推定50～100名程度。PH

P 25年以上 + Laravel 12年以上 + DDD/TDD + Flutter + 親子AIアーキテクチャ +

ストア申請経験を兆ね備えたプロファイルは、市場において希少なポジションにあります。
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まとめ

AIコード生成の品質リスクは、ツールの問題ではなく運用の問題です。MAGIでは以下の構造により、AI活用と品

質保証を両立しています。

構造 内容 効果

① 役割分離 設計は人間、実装はAI 設計意図の欠落を防止

② 多層AIチェック 生成とレビューを別モデルが担当 単一障害点の排除

③ TDD安全網 テストが仕様であり安全網 AI出力の自動検証

④ 設計標準明文化 AIコンテキストに設計基準を注入 プロジェクト基準への適合

この体制により、従来の「一人月」の工数感覚を大幅に超える生産性を、品質を犠牲にすることなく実現

しています。

お問い合わせ

屋号 MAGI

所在地 沖縄県読谷村

専門領域 PHP/Laravel・Flutter・NestJS・AI駆動開発・フルライフサイクル対応

※ 技術的な詳細（アーキテクチャ設計、TDDパターン、親子AI構成の詳細）については、別途技術資料をご用意しています。お気軽に
お問い合わせください。


